
四

専
攻
学
科
目　

数
学

生　

年　

月　

昭
和
二
九
年　

一
月

略　
　
　

歴　

昭
和
五
一
年　

三
月 

東
京
大
学
理
学
部
数
学
科
卒
業

同　

五
三
年　

三
月 
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同　

五
三
年　

四
月 
東
京
大
学
理
学
部
助
手

同　

五
七
年　

二
月 

理
学
博
士

同　

六
一
年　

五
月 

東
京
大
学
理
学
部
助
教
授

同　

六
二
年　

四
月 

京
都
大
学
数
理
解
析
研
究
所
助
教
授

平
成　

五
年　

四
月 

東
京
大
学
大
学
院
数
理
科
学
研
究
科
教
授
（
平
成
二
七
年
三
月
ま
で
）

同　

一
三
年　

四
月 

日
本
数
学
会
理
事
長
（
平
成
一
五
年
四
月
ま
で
）

同　

二
四
年　

四
月 

日
本
保
険
・
年
金
リ
ス
ク
学
会
会
長
（
平
成
二
八
年
三
月
ま
で
）

同　

二
七
年　

六
月 

東
京
大
学
名
誉
教
授

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

楠く
す　

岡お
か　

成し
げ　

雄お



二
二

理
学
博
士
楠
岡
成
雄
氏
の
「
確
率
解
析
と
数
理

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
研
究
」
に
対
す
る
授
賞
審
査

要
旨

　

楠
岡
成
雄
氏
は
、
伊
藤　

清
氏
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
渡
辺
信
三
氏
ら
に
よ
っ

て
整
備
さ
れ
た
確
率
解
析
を
格
段
に
深
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
無
限
次
元

解
析
的
方
法
を
大
き
く
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
新
た
な
局
面
を
切
り
開
き
、
さ
ら

に
数
理
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
等
の
分
野
で
確
率
解
析
の
深
遠
な
る
応
用
を
与
え
た
。

　

一
九
七
六
年
に
Ｐ
・
Ｇ
・
マ
リ
ア
ヴ
ァ
ン
氏
に
よ
っ
て
、
今
日
マ
リ
ア
ヴ
ァ

ン
解
析
と
呼
ば
れ
て
い
る
パ
ス
空
間
上
の
解
析
学
が
提
唱
さ
れ
、
無
限
次
元
解

析
と
し
て
の
確
率
解
析
に
大
き
な
転
機
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
楠
岡
氏
は
Ｄ
・

Ｗ
・
ス
ト
ゥ
ル
ッ
ク
氏
と
の
共
同
研
究
に
お
い
て
、
マ
リ
ア
ヴ
ァ
ン
解
析
を
整

備
し
大
き
く
発
展
さ
せ
た
。
さ
ら
に
こ
の
応
用
と
し
て
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
空
間

上
の
二
階
の
微
分
作
用
素
に
関
す
る
熱
方
程
式
の
基
本
解
に
お
け
る
準
楕
円
性

の
問
題
に
対
し
て
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。
こ
の
問
題
は
、
あ
る
関
数
に
微
分

作
用
素
を
施
し
た
結
果
が
滑
ら
か
な
関
数
で
あ
る
と
き
、
元
の
関
数
が
滑
ら
か

で
あ
る
か
と
い
う
古
典
的
な
問
題
で
あ
り
、
楕
円
型
と
呼
ば
れ
る
非
退
化
な
場

合
に
肯
定
的
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
楠
岡
氏
は
、
非
退
化
の
条

件
を
大
幅
に
緩
め
て
も
解
が
滑
ら
か
な
こ
と
を
証
明
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
確

率
解
析
を
用
い
た
結
果
は
、
当
時
の
解
析
的
方
法
で
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
た

め
、
微
分
方
程
式
の
研
究
者
達
に
も
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。

　

楠
岡
氏
は
さ
ら
に
、
一
部
の
変
数
に
の
み
マ
リ
ア
ヴ
ァ
ン
解
析
を
適
用
で
き

る
よ
う
な
部
分
マ
リ
ア
ヴ
ァ
ン
解
析
と
呼
ば
れ
る
方
法
を
編
み
出
し
、
こ
れ
を

非
線
形
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
問
題
な
ど
に
応
用
し
て
成
果
を
あ
げ
た
。
関
連
し

た
研
究
と
し
て
、
同
氏
は
パ
ス
空
間
に
お
け
る
微
分
形
式
の
理
論
や
局
所
化
の

理
論
に
重
要
な
進
展
を
与
え
る
こ
と
で
、
無
限
次
元
空
間
上
の
リ
ー
マ
ン
幾
何

学
の
枠
組
み
を
構
築
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
確
率
解
析
と
整
合
す
る
よ
う
な
形

で
の
無
限
次
元
ド
・
ラ
ー
ム
＝
ホ
ッ
ジ
゠
小
平
理
論
の
展
開
に
道
を
拓
い
た
。

ま
た
、
同
氏
は
初
期
の
研
究
で
パ
ス
空
間
上
の
非
線
形
変
換
に
関
す
る
基
本
理

論
を
展
開
し
た
。
中
で
も
、
変
換
の
結
果
と
し
て
現
れ
る
測
度
の
密
度
を
与
え

る
公
式
は
、
ラ
メ
ー
ル
＝
楠
岡
の
公
式
と
呼
ば
れ
多
く
の
応
用
を
持
つ
。

　

楠
岡
氏
は
、
発
展
方
程
式
の
基
本
解
の
研
究
に
対
し
て
も
大
き
な
業
績
を
あ

げ
て
い
る
。
Ｅ
・
Ａ
・
カ
ー
レ
ン
氏
、
ス
ト
ゥ
ル
ッ
ク
氏
と
共
同
で
、
発
展
方

程
式
の
基
本
解
の
上
か
ら
の
評
価
が
、
ナ
ッ
シ
ュ
の
不
等
式
と
呼
ば
れ
る
デ
ィ

リ
ク
レ
形
式
と
関
数
ノ
ル
ム
の
関
係
し
た
不
等
式
と
同
値
で
あ
る
こ
と
を
証
明

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
基
本
解
の
上
か
ら
の
評
価
が
摂
動
安
定
性
を
持
つ
こ
と

が
従
う
。
こ
の
研
究
は
、
そ
の
後
の
多
様
な
応
用
に
つ
な
が
る
発
展
方
程
式
の



二
二

記
念
碑
的
な
成
果
と
な
っ
た
。

　

楠
岡
氏
は
、
数
理
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
分
野
に
お
い
て
も
、
確
率
解
析
を
用
い

て
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
特
に
、
マ
リ
ア
ヴ
ァ
ン
解
析
と
リ
ー
環
論
に

基
づ
い
て
拡
散
過
程
の
期
待
値
の
近
似
計
算
方
式
（
楠
岡
近
似
、
Ｋ－

近
似
と

呼
ば
れ
る
）
を
与
え
た
こ
と
は
極
め
て
大
き
な
業
績
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

オ
プ
シ
ョ
ン
価
格
の
高
速
計
算
の
精
度
保
証
が
可
能
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
同

氏
の
理
論
に
触
発
さ
れ
て
提
唱
さ
れ
た
二
宮
＝
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
の
数
値
計
算

法
が
、
支
払
い
関
数
が
滑
ら
か
さ
を
持
た
な
く
と
も
有
効
な
近
似
オ
ー
ダ
ー
を

与
え
て
い
る
こ
と
を
楠
岡
氏
は
数
学
的
に
証
明
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
信
用
リ
ス
ク
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
モ
デ
ル
を
確
率
解
析
の
観
点
か
ら
考

察
し
、
そ
れ
ま
で
信
じ
ら
れ
て
い
た
表
現
式
が
一
般
に
は
成
立
せ
ず
信
用
リ
ス

ク
に
複
雑
な
構
造
が
入
り
う
る
こ
と
を
示
し
、
専
門
家
に
驚
き
を
与
え
た
。
さ

ら
に
、
金
融
リ
ス
ク
の
計
量
化
に
関
連
し
て
は
、
リ
ス
ク
尺
度
に
確
率
論
的
な

不
変
性
の
概
念
を
導
入
し
、
こ
の
よ
う
な
不
変
性
を
持
つ
リ
ス
ク
尺
度
を
特
徴

づ
け
る
こ
と
に
よ
り
当
該
研
究
の
先
駆
け
と
な
る
研
究
を
行
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
楠
岡
氏
は
、
自
身
が
展
開
し
た
無
限
次
元
確
率
解
析
が
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
の
実
務
に
お
い
て
も
有
効
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

楠
岡
氏
は
フ
ラ
ク
タ
ル
上
の
確
率
過
程
に
関
し
て
も
先
駆
的
な
業
績
を
あ
げ

て
い
る
。
フ
ラ
ク
タ
ル
上
の
確
率
過
程
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
研
究
が
始

ま
っ
た
若
い
分
野
で
あ
る
が
、
楠
岡
氏
は
フ
ラ
ク
タ
ル
の
典
型
例
で
あ
る
シ
ェ

ル
ピ
ン
ス
キ
ー
・
ガ
ス
ケ
ッ
ト
上
に
、
世
界
で
初
め
て
数
学
的
に
厳
密
な
形
で

ブ
ラ
ウ
ン
運
動
を
構
成
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
が
異
常
拡
散
現
象
を
示
す
こ
と

を
証
明
し
た
。
す
な
わ
ち
拡
散
の
ス
ピ
ー
ド
が
通
常
に
比
べ
て
は
る
か
に
遅

く
、
ガ
ス
ケ
ッ
ト
上
の
ブ
ラ
ウ
ン
運
動
が
通
常
の
ブ
ラ
ウ
ン
運
動
と
は
質
的
に

全
く
異
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
後
の
当
該
分
野
の
発
展
の
礎
を
築
い

た
。

　

ま
た
、
Ｍ
・
Ｄ
・
ド
ン
ス
カ
ー
氏
と
Ｓ
・
Ｒ
・
Ｓ
・
ヴ
ァ
ラ
ダ
ン
氏
が
創
始

し
た
大
偏
差
原
理
の
理
論
の
精
密
化
に
関
す
る
楠
岡
氏
の
一
連
の
研
究
は
、
無

限
次
元
解
析
の
方
法
が
有
限
次
元
の
場
合
に
肉
薄
す
る
程
度
ま
で
到
達
し
た
点

で
、
極
め
て
深
い
結
果
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
ほ
か
、
古
典
力
学
に
従
う
多

粒
子
系
か
ら
拡
散
現
象
を
導
出
す
る
研
究
、
場
の
量
子
論
に
関
す
る
研
究
、
高

分
子
に
現
れ
る
ポ
リ
マ
ー
測
度
の
研
究
な
ど
、
楠
岡
氏
の
業
績
は
多
岐
に
わ
た

る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
楠
岡
氏
は
、
確
率
解
析
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
数
理
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
へ
の
応
用
に
多
大
な
業
績
を
あ
げ
て
い
る
。
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